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D 27 成長期のブラジャーについて

昭和女大家政　猪又美栄子　○加藤理子　清水薫

被　　服

＜目的 ＞　 成 長 一発達 の過程にある少 女用のブラジャ ーについて 、着用しはじめ る時期や

動機 、体格との関連な どの現状を把 握することを目 的として 、調査を行なっ た。

〈 方法＞　成長期にある女子中学生828 名を対象に、ブラジャーに対する意識および着用

の実態についてアンケート調査を実施した。同時に、各人の健康診断時の身体計測値とそ

の計算値（身長・体重・胸囲・ローレル示数・比胸囲）をアンケート内容と対応させ検討

した。

＜結果＞　 ①ブラジャーを着用しはじめる年齢は 、13歳が42. 7% と最も多かった。着用率

は、中学１年が40.3 ％、中学２年が52.4％、中学３年が90.0％で、中学２年と３年の間で

着用率が急増していた。②着用の動機は「 母親にすすめられて」が最も多く80.5％であっ

た。母親は購入者としても第１位であり、特に中学１、２年では母親の関わる割合が非常

に高い。③着用しているブラジャーの形に学年による差がみられた。④ブラジャーに対す
る不満は約30 ％あり、その内容は、サイズや動作適合性などの機能に関することが多かっ

た。⑤体格に関しては、ブラジャー着用者群と未着用者群の間にすべての項目に1  % の危

険率で有意差が認められ、着用者群が全項目とも優れていた。これを、学年ごとに検討し

てみると、第１学年でその差が顕著であり、第３学年では、その差はほとんど認められな

かった。

D 28 婦人服 の品質表示 に関 する調査

愛 知女短大　 ○ 佐藤悦子 安 藤 文 子

目的　 衣料品 は、 作れば売 れた時代から品質 の良 い物しか買 わない時代 へと移 行してい

る。こ の現実の中で 、我々 の日常 生活で広い意 味の品質は、果 して 満足で きる ものであろ

うか、 と考えると疑 問点が多い。 また、最近 の衣料は新素材や 複雑化し た加工 のために、

取り扱 う上 でも種 々の問題点が指 摘されてい る。 その問題とな るものの一 つに、 繊維製品

の表示 に関 する事項 があげら れる。 ここで は、 調査対象として 婦人用Ｔ シャツを 選び繊維

製品 の品質 表示の現 状を調査し た。 さらにアパレ ル現場におけ る品質管 理の状況 と問題点

について も検討し た。

方法　1991 年夏に 購入さ れたＴ シャツ　850枚 について、表示 の有無、 表示方 法、 表示 の

適正につい て１点 １点 検討し た。 品質管理 の現状 について は訪 問面接 法により 調査した。

結果　1  ）国内で 購入さ れた外 国製品について は、J    I   S に 準じた表示 が必 要であ るが

それら の表 示は皆無 に等しか った。

2 ）製造者 の明記さ れていない製 品が予想以上 に多 く見ら れた。

3 ）白色 の製品に も塩素サラ シ不 可の表示をつけ られてい るものが多 く、 色物、 白色 に関

係なく型、 デザイ ンで 画一的 な表 示がつけら れて いることが 分かった。

4 ）素材、 加工 など の点 で最 も単 純と思 われるＴ ’シャツを調査 対象に選 んだが、 これら に

お いても非 常に多 く の問題点が明 らかとな った。
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